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 8）京都府中小企業対策協議会染織業界振興対策部会「報告書」（昭和 49 年 1 月）









































よう。昭和 46 年の業界診断調査で回収した 154 企業の総従事者数は 2,073 人で，家族従事者
数は 456 人（22％）であった
11)
。昭和 40 年の調査では，116 企業の集計で 1,677 人であったから，
1 事業所当たりの従業員数は 14.5 人から 13.5 人へと減少していた。従業員の構造を見ると，
家族従事者の比率が大幅に増えたのが特徴的であった。雇用従業員を雇わず，家内労働だけで
事業を営んでいる企業が，1 ～ 5 人規模では 5 割を超え，従業員数でもこの規模では 76％が
家族で占められた。6 人以上 10 人以下の規模では，まだ家族従業員の比重が高く，10 人前後
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